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私 だ ち ととも に 、活 動 し ま せ ん か

膕
、 が国では､口腔がんは肺がん､胃がん、

乳がんなどに比べ国民皆さんの認知度

が低いため｢早期発見･早期治療｣が徹底され

ておりません。　咽頭を含めた口腔がんの統計

では､年間約23, フ00 人が罹患し(  2019 年)、

8,000 人以上が死亡しています(  2021 年) 。

30 年前から罹患数は約3 倍に増力[]し､罹患数

とともに死亡率も高くなっています。

一方欧米では､口腔がんの[早期発見･早期

治療]に国を挙げて取り組んだ結果､罹患率は
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ネット ワ ー ク(ＯＣＥＤＮ)｣は､先進国のなか

ではいまだに亡くなる方の多い｢口腔がん｣を

早期に発見する目的で2 0 1 2年に設立さ れま

した。口腔を視る機会が多い歯科クリニック

で､口腔粘膜疾患疑い例を見つけ出し､その

中から口腔がんをscreenlnglして高次医療機

関へ橋渡しをするという活動を中心に行って

います。また､発見の補助的手段として新たな

細 胞診である｢ＬＢＣ｣を全 国でい ち早く導

より千葉県や市川市など関東圏では、　　１

早期がんの発見率が上がり､効果が
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山 根　 源 之

東京歯科大学名誉教授

中学生の頃､はじめて口腔がんを知りました。以来関心

を抱き 研究を進め､今日まで歩 み続けてきました。私た

ちは日々の 臨床で口 腔内を診 察しています。限ら れた

チェアタイムのなかで､目 前の歯科疾患への治 療が優

先され､粘膜の色と形態の変化の確認まで思いが巡ら

ないのが実情とも重々承知です。しかし

そこで一歩､ 前へ進んでみませんか。日

常診療において歯科医師は口腔粘膜と

くに舌を､歯科衛生士にはとくに歯肉を観

察するなど役割を分担し､些細な変

化にも気が付けるよう､私だちと

一緒に研鑚を積みましょう。

夕｀

θ みα　ｆ ど7こZZ θ

岡　 和 雄

芝クリニック

歯科口腔外科院長

口腔外科の診療に携わりながら

多くの口 腔が んを診 てき たこと

で､口腔がんとはどのような病変

なのか興味がわきました。私たち
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歯科医師は､歯科疾患の みならず口 腔内外の変化を観察す

る目を養う必要があると感じています。また歯科医師同士で

情報を共有しあい､共に学びあえる場を持って､診断力を養

うことも重要です。本法人ではネットスタディもあり､地域に

関係なく学 びを深めること が可能 です。口 腔外 科疾患の

診断力を高めたい先生､ そして口腔がん検診を通じて地域

医療に貢献したい先生に､ぜひとも入会いただきたいです。

直視、直達で

早期発見には、歯科にかかわる
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松坂　 賢一　 東京歯科大学病理学講座教授

若いころ初期の舌がん患者さんに接し､口腔機能維持の重要性を痛感しました。

口腔がんを早期に発見し､早期に治療することによって口腔機能を温存できると実

感した瞬間でもあります。口腔がんが舌縁部に多いという事実から､患者さんの治

療前後で歯および歯肉を診た後､舌を突出させ､左右に動かしてもらいそれぞれ

の舌縁を観察し､指で攬でしこりの有無を診る､この10 秒程度の行為を患者さん

全員に行うことで､がんを早期に発見できるかもしれません。

このような実践のポイントをわかりやすく共有しませんか。

入 会 方 法

＝　　会員種別
..　　　....-

正会員

賛助会員

入会金
一 一 一 一 …

年会費

3,000 円

30,000 円(一口)何口でも可
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当法人ホームページ内、

｢入会フォーム｣よりご入会いただけます。
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https://www.ocedn.jp/membership.html　回

2,000円

10,000円
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庵 原　 明 倫

庵原町中歯科医院院長

がんは予防が難しく､早期発見がなによリ重要です。

私たちは｢口腔全体のプロフェッショナル｣として､口腔

内のすべての疾患に同等に目を配る必要があると感じ

ています。本法人の最たる特徴は､歯科医院で､歯科治

療時に口 腔がんを発見する啓発および実践を日本で

初めて行ったことです。ここには一般歯科の みならず

口腔外科医､口腔病理医､細胞診専

門歯科医など学会の枠を超えた様々

な知識が集い､口腔がん早期発見の

ために力を養っています。口腔がん

で苦しむ患者さんを救うために、

ぜひご入会ください。

き る 口腔 が ん
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野 村　 武 史

東京歯科大学

口腔腫瘍外科学講座教授

口腔がんは､ 全身の病気です。

従いまして､常に口腔と全身のつな

がりを意識することが大切です。

ぐ逖

らみても､日常臨床で全く遭遇しないという現実は少ないはずですＯ歯科　　 －

医師として､口腔がんを怖がらず､ 逃げず､疑いのある患者さんとしっかり　　 ごＵ

向き合えるように､本法人で一緒に学んで目を養いましょう。　　　　　　　　ダｊ

事 務 局

首都圏

連絡事務所

〒2ﾌ2-0021 千葉県市川市八幡2  ー9-9市川市歯科医師会館内

題 認FAX:047-332-021 1　EMAIL : info@ocedn.jp

本 部　 け410-0311 静岡県沼津市原町中1  ー3  ー1 0
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全身疾患を持つ患者さんに歯科治療を行う機会も珍しく

ありません。ぜひとも歯科医師だけでなく歯科衛生士の

方々にも､粘膜の異変についての洞察力を高め､口腔が

んの早期発見に貢献していただきたいと思います岫[]え

て総合病院や訪問診療､介護の現場で活動されている

歯科医療従事者をはじめ､看護師､介護士などの多職種

の方々とも 知識を共有し、口腔がん撲滅のために

できることをはじめていざよしょう。

すべての皆さんの嵋が必要です

佐 々 木　 優　 医 療 法 人 優 和 会 お ひさまにこにこ歯 科 医 院 院 長 ぐ? こ り
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大学病院勤務時代に 進行した口腔がんの患者さんの多さに驚かされました 体内に　ﾐtS?1

できる他の部位のがんと違い､目で直視できる部位にできるがんなのに､なぜ早期に　　　　　　　　Ｓ

発見できないのかと考えさせられました。進行した口腔がんの予後は辛く､著しい　　　　1

QOL の低下を招くことを､今でも胸に留めています。口腔がんの罹患数か

OCEDN
囗 腔 が ん 早 期 発 見 シ ス テ ム
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法｣など多数の講座が用意されており､個人のスキルに合わせて受講できます。

より深く学びたい方には｢アドバンスコース｣もご用意しています。

また､当法人主催の研修会を修了した方に､法人認定歯科医師･歯科衛生士としての

認定書を発行しています。希望により歯科医院名をホームページ上で公開するなど、

先生方の臨床をサポートいたします。

正会員・賛助会員向け　ＷＥＢセミナーの実施

｢ 健 康 寿 命 は お 口 か ら｣

2 0 2 4年3 月から､正会員･賛助会員向けに｢口腔衛生管理､口

腔ケアで見落としてはいけない口腔燃粘膜の色と形の変化｣｢ 細

胞診を使った地域での口腔粘膜検査の実態｣ などの当 法人が誇

る多彩な演者によるWEB セミナーを開始しました。2 0 2 4年には

副理事長でもある東京歯科大学名誉教授の山根源之先生､東京

歯科大学口腔腫瘤外科学講座野村武史教授､おひさまにこにこ

歯科医院･ 佐々木優医院長に､日常の歯科診療のなかで､口腔が

ん早期発見のために口腔粘膜全体の観察を行う習慣を身につけ

ること､またその際のポイント､注意点､そして地域でどのように

してその運動を推進していくかなどを解説していただきました。

今後も｢ｲ建康寿命はお口から｣を主テーマに､年3 回の開催を

予定しております。さらに､今後一般の方向けのセミナーも企画

しております。詳しくはホームページをご覧ください。

協 賛

ネットスタディについて

目
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